
 保土ヶ谷区障害者地域自立支援協議会 区精神 net 議事録 

日時     R5年 1月 10日（火） 16：00～17：３０ 

開催場所 集合開催 ゆめ 2階、オンライン zoom 

出 席 者 

出席者  全体進行：（わおん、代表）  zoomホスト （基幹） 

 

病院２、通所施設、家族会、就労移行２、就労支援センター、ケアプラザ、区役所、基幹相談、生

活支援センター 

 

開催形態 公開（傍聴人：  名） ・ 非公開 

議題 

内容 

① 事例検討について 

 

テーマ：「退院支援困難事例について」（※別紙参照） 

 

グループ① 

【この事例は区内在住であった場合にどのような支援ができそうか？】 

・重複障害をお持ちの方は多いのではないかと思うし、そのためには丁寧なアセスメントが必

要。 

・入院中から前向きに退院支援が検討することができるように、地域の支援機関の協力を仰

ぐ。基幹相談支援センターや生活支援センターの退院支援事業などを活用する。 

・三障害のうち、どれが一番受け入れ良いのか 

・グループホームに限ってしまうと資源が少なく、単独区だけでは難しいのではないか。入所施

設とかも検討したほうが、バリアフリーの問題が解決しやすいのではないか 

・人間関係を築けるかどうかがポイント 

 

【今後、このような事例が起きた時に地域の支援者にどのようなサポートがあれば、早期の退

院に繋げられるか】 

・対応する支援者に情報がないと難しいため、事例集があると、どのような支援機関があるのか

わかるのでは。 

・選択肢の提示が必要 

・家族への支援や自宅に退院する方法を検討したほうがよい。 

 

グループ② 

【この事例は区内在住であった場合にどのような支援ができそうか？】 

・知的と精神障害が重複している方はいるが、身体障害もある場合、対応してくださる機関は限

られてしまう。日中支援型のホームも資源として少ないため、難しい。 

・支援の高度化もあるし。 

・一人暮らしを検討することができたらいいのか。 

 

【今後、このような事例が起きた時に地域の支援者にどのようなサポートがあれば、早期の退

院に繋げられるか】 

・基幹相談へ相談。 



・病院以外の支援者を増やした方がいい。 

・情報を本人へつたえられるように支援者が病院へ行く。 

・入院中に作業所に通ってみて、イメージができるようにする。 

 

 

次回 R5年２月 14日（火）16：00-17:30 場所：未定 

 


